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イチゴ・アスパラガス・水稲などを栽培する田端伸吉さん（阿蘇市一の宮町）イチゴ・アスパラガス・水稲などを栽培する田端伸吉さん（阿蘇市一の宮町）

本所　〒869－2612 熊本県阿蘇市一の宮町宮地387－5
TEL 0967－22－6111／FAX 0967－23－1088

令和６年２月

ＪＡ阿蘇のホームページに
アクセスできます！

■今号16ページ　主な内容
●令和6年祈願祭および仕事始め式
●「中部物流センター」（中部地区物流倉庫）落成
●女性部フォーラム～家の光大会～開催
●生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き
●ＪＡ阿蘇「ＴＡＣトップランナーズ表彰」
　　「イラスト違い」正解者に抽選でプレゼント！etc.
　　　　　　　　　　　　　今号も話題と情報を満載!!

2024

VOL.133



2

JAあそだより No.133

「
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
決
断
力
と
行
動
力
を
」

　
　
　

原
山
組
合
長 

新
年
祈
願
祭
・
仕
事
始
め
式
で
強
調

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
１
月
５
日
、
本
所
で
令
和

６
年
祈
願
祭
と
仕
事
始
め
式
を
行
い
、
阿
蘇

神
社
神
主
よ
り
諸
災
消
除
や
事
業
繁
栄
を

祈
願
す
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
始
め
式
で
は
、
原
山
寅
雄
組
合
長

が
「
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
決
断
力
、
行

動
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
役
職
員
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
役
割
・
責
任

を
全
う
し
連
携
を
も
っ
て
こ
の
混
迷
の
時

代
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
述

べ
ま
し
た
。
式
後
、
役
職
員
ら
は
気
持
ち

を
新
た
に
業
務
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
昨
年
６
月
よ
り
建
設
を

進
め
て
い
た
阿
蘇
市
の
「
中
部
物
流
セ
ン

タ
ー
」（
中
部
地
区
物
流
倉
庫
）が
同
11
月

30
日
に
完
成
し
、
12
月
11
日
に
落
成
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

資
材
高
騰
と
物
流
問
題
が
迫
る
中
、
大

型
倉
庫
で
在
庫
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
へ
の
円
滑
な
購
買
品
配
送
と
コ
ス

ト
削
減
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
完
成
し
た
物
流
倉
庫
は
㈱
サ
ン
コ
ー

ビ
ル
ド
に
よ
っ
て
設
計
・
施
工
。
敷
地
面

積
２
４
４
２
㎡
、
建
築
面
積
、
延
床
面
積

共
に
１
３
４
５
㎡
の
鉄
骨
造
１
階
建
て
で
、

阿
蘇
市
・
産
山
・
波
野
地
区
に
対
す
る
物

流
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

併
せ
て
組
合
員
へ
の
直
接
配
送
や
各
購

買
店
舗
へ
の
小
口
在
庫
入
れ
、
熊
本
県
経

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
連
携
し
た
在

庫
の
活
用
な
ど
、
配
送
料
の
軽
減
と
幅
広

い
仕
入
れ
の
選
択
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

資
材
が
高
騰
す
る
な
ど
の
情
報
が
入
れ
ば

値
上
げ
前
に
い
ち
早
く
在
庫
の
受
け
入
れ

を
行
い
、
組
合
員
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

狙
い
で
す
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
今
回
完
成
し
た

中
部
物
流
セ
ン
タ
ー
は
次
世
代
へ
向
け
た
投

資
で
あ
る
。
今
後
も
熊
本
県
経
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
と
の
協
力
の
も
と
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
物
流
セ
ン
タ
ー
を
核
に
安
心
し
て

営
農
で
き
る
よ
う
阿
蘇
の
農
業
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

円
滑
な
購
買
品
配
送
と
コ
ス
ト
削
減

「
中
部
物
流
セ
ン
タ
ー
」完
成

朝霧の中、役職員らが出席して行われた新年の祈願祭・仕事始め式の様子

写真上＝移動ラックを備えた中部物流センタ―内部
写真下＝ＪＡ阿蘇及び工事関係者の皆さん

完成した中部物流センター（空撮）
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
一
の
宮
畜
産
部
会

自
家
生
産
サ
イ
レ
ー
ジ
品
評
会
を
行
う

　
　
「
ヘ
イ
レ
ー
ジ
」「
牧
乾
草
」２
部
門
で

　
　

渡
辺
積
夫
さ
ん
最
優
秀
賞

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
一
の
宮
畜
産
部
会
は
12
月
18
日
、
自
家
生
産

サ
イ
レ
ー
ジ
品
評
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

配
合
飼
料
等
の
高
騰
が
続
く
中
、
自
家
生
産
粗
飼
料
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
促
進
が
目
的
で
す
。

　

当
日
は
、
飼
料
の
品
質
を
競
う
審
査
会
及
び
阿
蘇
家
畜

保
健
衛
生
所
に
よ
る
講
演
会
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
16
人
が
出
品
。「
サ
イ
レ
ー
ジ
」「
ヘ
イ
レ
ー

ジ
」「
稲
発
酵
粗
飼
料
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）」「
牧
乾
草
」の
４
部
門
に

分
か
れ
、
阿
蘇
地
域
振
興
局
及
び
熊
本
県
草
地
畜
産
研
究

所
の
技
師
ら
が
水
分
量
、
色
味
や
香
り
等
に
注
目
し
審
査

し
ま
し
た
。
審
査
終
了
後
は
農
家
同
士
で
活
発
に
意
見
を

交
わ
す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
を
務
め
た
同
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課
技
術
主

任
の
原
公
庸
さ
ん
は「
刈
り
取
り
時
期
は
適
切
だ
っ
た
が
、

水
分
量
の
や
や
多
い
飼
料
が
目
立
っ
た
」と
講
評
し
、
各
部

門
で
一
番
品
質
の
良
か
っ
た
出
品
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ヘ
イ
レ
ー
ジ
」「
牧
乾
草
」
の
２
部
門
で
優
秀
賞
に
輝
い

た
渡
辺
積
夫
さ
ん
は
「
初
め
て
の
品
種
で
自
家
生
産
粗
飼

料
を
作
り
、
ど
の
よ
う
な
出
来
か
気
に
な
っ
て
出
品
し
た
。

自
分
で
も
良
い
も
の
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
２
部

門
受
賞
は
嬉
し
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

他
部
門
の
受
賞
者
は
以
下
の
方
々
で
す
。

　
「
サ
イ
レ
ー
ジ
」
部
門
＝
坂
本
璃
久
さ
ん

　
「
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」
部
門
＝
髙
木
満
浩
さ
ん

　

12
月
14
日
、
J
A
阿
蘇
青
壮
年
部

の
北
野
部
長
以
下
本
部
役
員
が
門
松

の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
門
松
は
本
所
、
小

国
郷
中
央
支
所
、
阿
蘇
南
中
央
支
所

の
３
か
所
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

門
松
は
１
月
上
旬
ま
で
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
所
で
は
門
松
が
飾
ら
れ
る
と
職
員
ら
が
見
物
に
訪
れ
、

３
人
の
力
作
に
「
と
て
も
綺
麗
」
と
一
足
早
い
新
年
の
雰

囲
気
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

自家生産粗飼料の品質を競うサイレージ品評会審査の様子

写真前列左からＪＡ阿蘇青壮年部の橋本さん・髙本さん・岡田さん

青壮年部手作りの力作「門松」
    本所・小国郷・阿蘇南中央支所に飾られる
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　ＪＡ阿蘇女性部は11月29日、阿蘇市で「第21回ＪＡ

阿蘇女性部フォーラム～家の光大会～」を開きました。

　大会冒頭で蘇陽支部女性部員によるオープニング

セレモニーが披露され、会場は笑いに包まれました。

　大会では、ＪＡ熊本中央会・ＪＡ総合支援部・生活

アドバイザーの麻生せい子氏による記念講演や活動表

彰・手芸品等の展示等が行われ、各支部さらなる交流

を深めました。

　料理コンテストの表彰式や女性部員による「ちゃぐ

りん」感想文入賞作文の代読も行われました。

　「家の光」記事活用表彰では、毎月の役員会や活動

会で記事を活かしたお菓子作り・手芸・読書会などで

積極的に「家の光」の記事を活用している高森支部の

活動が評価され、表彰されました。

　麻生せい子氏は、『今こそ見つめなおそう 私たち

の女性部 ～一人の百歩より百人の百歩～ 』と題し

た記念講演を行い、参加者は講演に耳を傾けてい

ました。

「第21回ＪＡ阿蘇女性部フォーラム ～家の光大会～ 」
記念講演や活動の表彰・手芸品等展示 ／ 「家の光」記事活用で高森支部を表彰

↑ バラエティー豊かな会員手作りの手芸品の数々
← 活動発表や記念講演に会場から大きな拍手！

麻生せい子氏の記念講演

↑ 会場全体が笑いに
　 包まれた蘇陽支部
　 による熱演の
　 オープニング
← セレモニー

会場では
会員手作りの
お洒落な
バスケットも展示
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　ＪＡ阿蘇女性部は、1年を通じて「フードドライブ」

活動を行いました。フードドライブとは、家庭で余っ

ている食品・日用品を集めて、必要としている地域の

フードバンクや生活困窮者支援団体、子ども食堂、福祉

施設などに寄付する活動のことです。

　ＪＡ阿蘇女性部は今回、中部地区・小国地区・南部

地区で食料品や日用品の寄付を行いました。

　寄付した品物は福祉協議会等を通じ、必要な方々の

元へ届けられました。

ＪＡ阿蘇女性部「フードドライブ」活動を実施
管内全域で食料品や日用品を寄付

食料品などが入った段ボールケースは女性部員らによって
直接地域の福祉センター等に届けられました
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生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き

ア
ス
パ
ラ
部
会「
総
会
･
出
荷
反
省
会
」

２
０
２
３
年
度
９
億
円
超
の
快
挙
！

過
去
最
高
の
実
績
を
達
成

小国郷から無病息災を祈願
新年早々「七草」出荷順調

七草を種類ごとに仕分けし丁寧にパック
詰めしていく作業の様子（1月2日撮影）

　

新
年
早
々
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
営
農
セ

ン
タ
ー
管
内
で
は
七
草
が
ゆ
用「
七
草
セ
ッ

ト
」の
出
荷
作
業
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
暖
冬
の
影
響
も
あ
り
、
生
育
良

好
で
順
調
な
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
荷
先
は
主
に
熊
本
・
福
岡
両
県
で
約
10

万
５
０
０
０
パ
ッ
ク
の
出
荷
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

七
草
は
１
月
７
日
、
７
種
類
の
草
を
入

れ
た
お
粥
を
食
べ
て
、
そ
の
年
の
邪
気
を

払
い
健
康
を
祈
願
す
る
食
べ
物
と
し
て
、

中
国
の
古
い
風
習
が
日
本
に
も
伝
え
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
12
種
類
も
の
草
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
現
代
で
は
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ

ョ
ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ

ナ
・
ス
ズ
シ
ロ
の
７
種
類
が
主
流
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
七
草
部
会
で
は
６
戸

が
そ
れ
ぞ
れ
を
栽
培
し
て
お
り
、
各
生
産

者
と
も
丁
寧
に
パ
ッ
ク
詰
め
を
行
い
出
荷

す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
国
郷
七
草
部
会
部
会
長
の
河
津
哲
文

さ
ん
は
「
今
年
も
順
調
に
出
荷
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
古
き
良
き
食
文
化
な
の
で
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
今
年

も
七
草
を
食
べ
て
元
気
な
体
で
一
年
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
２
０
２
３

年
度
実
績
と
し
て
出
荷
量
７
７
８
・
７
ｔ

（
前
年
度
比
１
０
７
％
）
、
販
売
高
９
億

５
２
４
万
円
（
同
比
１
１
１
％
）
と
、
過

去
最
高
の
実
績
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
や
「
あ
そ
パ
ラ
」
と
名
付
け
た
ブ
ラ

ン
ド
拡
大
戦
略
が
効
果
を
上
げ
た
ほ
か
、

昨
年
５
〜
６
月
に
か
け
て
高
単
価
を
維
持

で
き
た
こ
と
も
一
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
、
阿
蘇
市
で
総
会
・
出
荷
反

省
会
が
開
か
れ
、
室
豊
部
会
長
は
２
０
２
３

年
度
実
績
を
受
け
「
先
行
き
が
不
安
な
情
勢

の
中
、
こ
の
偉
業
の
よ
う
な
販
売
高
を
達

成
で
き
た
の
は
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
す
」

と
挨
拶
で
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
は
土
壌
分
析
に
よ
る
適

切
な
肥
培
管
理
、
効
率
的
な
肥
培
管
理
の

提
案
、
適
切
な
灌
水
管
理
を
重
点
的
に
行

い
、
部
会
平
均
反
収
３
ｔ
を
目
指
し
ま
す
。

総
会
で
は
役
員
改
選
を
含
む
９
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。（
写
真
上
＝
挨
拶
を
す
る
室
豊

部
会
長
／
写
真
右
＝
ア
ス
パ
ラ
部
会
総
会
・
出

荷
反
省
会
の
様
子
）
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生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き

中
部
ト
マ
ト
部
会
総
会
・
出
荷
反
省
会

販
売
高
16
億
円
突
破
！

新
部
会
長
に
斉
藤
孝
幸
さ
ん
を
選
任

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
は
、
２
０
２

３
年
度
の
販
売
高
で
16
億
２
９
２
９
万
円

（
前
年
度
比
１
０
２
％
）
と
過
去
最
高
の

実
績
を
達
成
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
の
長

雨
に
よ
る
日
照
不
足
の
影
響
で
、
出
荷
量

は
１
１
０
万
ケ
ー
ス
（
同
92
％
）
と
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
平
均
単
価
が
１
４
７
２

円
（
同
１
１
１
％
）
と
高
値
で
推
移
し
た

こ
と
や
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
変
更
な
ど
の
販
売
戦
略
面
で
効
果
を

上
げ
た
こ
と
が
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
、
阿
蘇
市
で
総
会
・
出
荷
反

省
会
が
開
か
れ
宮
本
龍
紀
部
会
長
は
「
食

を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
い
中
、
部
会
員

の
努
力
で
販
売
額
の
目
標
を
顕
著
に
超
え

ら
れ
た
。
危
機
に
強
い
食
料
品
供
給
体
制

構
築
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
と
部
会
員
が
一
丸
と

な
り
品
質
や
付
加
価
値
の
あ
る
ト
マ
ト
を

安
定
的
に
生
産
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
話

し
ま
し
た
。
23
年
度
は
土
壌
病
害
で
あ
る

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
多
発
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
土
壌
病
害
対
策
、
梅
雨
時
期
の

肥
培
管
理
、
適
宜
な
病
害
防
除
の
３
つ
を

次
年
度
へ
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
改
選
な
ど
７
議
案
を
承

認
。
新
部
会
長
に
斉
藤
孝
幸
さ
ん
を
選
任

し
ま
し
た
。
斉
藤
さ
ん
は
「
物
価
高
騰
、

物
流
問
題
な
ど
で
厳
し
い
状
況
だ
が
、
事

務
局
や
市
場
と
連
携
し
て
、
若
い
方
が
営

農
し
や
す
い
部
会
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
ト
マ
ト
部
会
は
２
０
２
３

年
度
産
ト
マ
ト
販
売
高
で
過
去
最
高
の
４

億
７
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１
０
７

％
）
を
達
成
し
ま
し
た
。
大
雨
や
高
温
の

影
響
で
出
荷
量
は
１
１
９
１
ト
ン
（
同
91

％
）
と
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
県

で
ト
マ
ト
部
会
・
白
水
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

女
性
部
が
合
同
で
試
食
販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
う

な
ど
、
部
会
独
自
の
戦
略
が
効
果
を
上
げ

た
と
さ
れ
、
平
均
単
価
は
３
９
６
円
（
同

比
１
１
７
％
）
で
し
た
。

　

12
月
22
日
開
か
れ
た
総
会
・
出
荷
反
省

会
で
伊
藤
隆
幸
部
会
長
は
本
年
度
の
状
況

に
つ
い
て
「
行
動
制
限
緩
和
に
よ
り
市
場

と
の
販
売
促
進
会
議
が
再
開
で
き
た
こ
と

や
Ｐ
Ｒ
で
消
費
者
と
の
交
流
を
通
じ
南
部

ト
マ
ト
が
夏
秋
産
地
と
し
て
、
重
要
な
産

地
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
で
き
た
。

今
後
も
生
産
者
と
農
協
が
一
体
と
な
っ
て

産
地
を
守
り
、
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
き

た
い
」
と
強
調
。

　

総
会
で
は
４
議
案
を
承
認
。
引
き
続
き

伊
藤
部
会
長
は
挨
拶
の
中
で
「
資
材
・
農

薬
高
騰
や
生
育
不
良
に
よ
る
厳
し
い
状
況

下
で
も
、
部
会
目
標
の
反
収
９
ｔ
を
達
成

さ
れ
る
生
産
者
が
増
え
て
き
た
。
今
後
も

安
心
し
て
選
果
場
を
利
用
し
て
頂
く
た
め

に
、
機
械
の
更
新
等
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
新
役
員
は
以
下
の
方
々
で
す
。

▽
副
部
会
長
＝
佐
藤
新
一
さ
ん
・
渡
邊
雄
一

さ
ん　

▽
会
計
＝
山
本
聡
さ
ん　

▽
監
事

＝
宮
本
龍
紀
さ
ん
・
本
田
純
一
さ
ん

中部トマト部会総会・出荷反省会

新部会長に選任された
斉藤孝幸さん

新しくなった４玉用パック

南部トマト部会総会・出荷反省会
販売高過去最高４億７０００万円
部会独自の販売戦略などが効果！

南部トマト部会総会・出荷反省会の様子
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生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き

白水ミニトマト部会
２０２３年度総会・出荷反省会
倉石裕一郎部会長を再任

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
白
水
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
は
12
月
15
日
、
南
阿
蘇

村
で
２
０
２
３
年
度
総
会
・
出
荷
反
省
会
を
開
き
、
生
産
者

ら
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会
冒
頭
、
倉
石
部
会
長
が

「
今
年
は
、
夏
場
の
異
常
な
高
温
等
に
よ
る
品
薄
状
態
が
発

生
し
、
課
題
が
多
く
残
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

来
年
度
は
部
会
全
体
で
課
題
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
上
質
な

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
出
荷
を
目
指
し
て
共
に
悩
み
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
23
年
度
事
業
報
告
な
ど
３
議
案
が
承
認
さ
れ
、

新
役
員
の
選
出
及
び
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
荷
反
省
会
で
は
７
市
場
の
担
当
者
が
参
加
。
販
売
担
当

の
有
馬
弘
人
職
員
か
ら
今
シ
ー
ズ
ン
の
出
荷
実
績
等
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
23
年
度
実
績
は
、
出
荷
数

量
１
７
３
ｔ
（
前
年
比
9
3
％
）、
販
売
金
額
１
億
４
５
０
０
万

円
（
同
１
０
１
％
）、
平
均
単
価
８
３
８
円
（
同
１
０
９
％
）。

　

役
員
改
選
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　

▽
部
会
長
＝
倉
石
裕
一
郎
（
再
任
）
▽
副
部
会
長
＝
後
藤

将
人
（
新
任
）
▽
会
計
＝
下
田
剣
太
郎
（
新
任
）
▽
監
事
＝

甲
斐
敏
一
（
新
任
）。（
写
真
＝
白
水
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
「
２
０
２
３

年
度
総
会
・
出
荷
反
省
会
」
の
様
子
）

　ＪＡ阿蘇購買部で主催した「２０２３年総合展示会」で、売上金

4,754万円（計画対比119％）と目標額を達成しました。

　10月21日から中部地区、南部地区、北部地区の各会場で開催さ

れ、約1500名のお客様が訪れました。皆様の格別のご愛顧を賜り厚

く御礼申し上げます。

　今展示会では紳士・婦人服の新作冬物や家電商品健康器具など

を取り扱う40業者が出展し、実際に触れて体験する姿が見られま

した。

　南部会場では女性部出店による新鮮な野菜や加工品の販売が行

われ、朝早くから多くの来場者に大好評でした。

　購買部の工藤徳義課長は「これからも皆様に愛される展示会にな

れるよう、出展業者と協力して充実した商品を揃えていきたい」と今後

の抱負を話していました。　

　また田嶋賢治常務も「資材高騰で農家経営の厳しい中、組合員と

の親睦とを深めるため、取引業者の協力のもと来場者に満足してもら

う商品を幅広く集め、地域に喜ばれる生活事業としての総合展示会

が開催できたことを嬉しく思います」と謝意を述べました。

2023年総合展示会 売上金額4,754万円 目標額を達成！
「皆様の格別のご愛顧に厚く御礼」

2023年総合展示会 売上金額4,754万円 目標額を達成！
「皆様の格別のご愛顧に厚く御礼」

※写真上から＝「2023総合展示会」
　中部会場の様子、南部会場の様子、
　北部会場で開場の挨拶をする
　田嶋常務
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就
農
の
き
っ
か
け
と
日
々
の
思
い

【
田
端
】
専
業
農
家
だ
っ
た
の
で
、
幼
少
期
か
ら
手
伝
い
を

し
て
い
て
自
分
も
農
業
を
や
り
た
い
と
思
い
、
大
学
卒
業
後

に
就
農
し
ま
し
た
。

　

祖
父
、
父
と
続
い
て
い
た
の
で
自
然
と
自
分
が
や
る
流
れ

に
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
・
安
心
な
物
を
作
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
の
で
、

「
基
本
に
忠
実
に
」
を
と
に
か
く
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

米
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
作
っ
て
い
る
の
で
定
植
や

収
穫
の
時
期
が
被
り
、
特
に
４
〜
６
月
は
地
獄
の
よ
う
な
忙

し
さ
で
す
。

　

し
か
し
、
ど
の
作
物
で
も
手
間
暇
か
け
て
管
理
し
て
い
る

た
め
、
大
変
だ
け
ど
収
穫
で
き
た
時
が
嬉
し
い
で
す
。

こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
人
と
人
の
縁

【
田
端
】
祖
父
と
父
の
姿
を
見
て
農
業
を
始
め
て
、
ま
だ
う

ま
く
や
れ
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

父
や
地
元
の
方
々
か
ら
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
農
家
に

な
り
た
い
で
す
。
父
は
本
当
に
真
面
目
で
、
夜
遅
く
ま
で
作

業
を
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
「
自
分
も
見
習
わ
な
い
と
い
け

な
い
な
」
と
気
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

　

農
業
を
し
て
い
る
お
陰
で
地
元
の
方
々
や
、
熊
本
県
内
の

同
世
代
の
農
家
の
方
々
に
巡
り
合
え
て
、
自
分
自
身
に
も
良

い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
や
病
害
の
被
害
を
受

け
た
時
、
指
導
員
の
江
藤
さ
ん
や
、
管
内
・
管
外
の
方
々
の

縁
に
助
け
て
も
ら
い
、
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
農
業
は
、
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

て
こ
そ
」
で
す
。
今
後
も
そ
の
こ
と
を
大
事
に
し
て
、
日
々

頑
張
り
た
い
で
す
。

表紙で紹介の生産者 田端伸吉さんにインタビュー表紙で紹介の生産者 田端伸吉さんにインタビュー特特 集集

私
に
と
っ
て「
農
業
」と
は 

人
と
人
の
つ
な
が
り
だ 

と
思
う
―
。

私
に
と
っ
て「
農
業
」と
は 

人
と
人
の
つ
な
が
り
だ 

と
思
う
―
。

イチゴの収穫作業をする田端伸吉さん

阿蘇市一の宮町で農業を営む田端伸吉さん。営農歴17年、栽培品目はイチゴ・
アスパラガス・水稲などを栽培。現在、ＪＡ阿蘇いちご部会副部会長を務める。
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「
未
来
塾
修
了
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
」

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
ア
イ
デ
ィ
ア
提
案

平
野
伸
太
郎
職
員 

優
秀
賞
を
受
賞

　

１
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン
タ
ー

で
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
が
主
催
す
る
研
修
会
の

「
未
来
塾
修
了
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

園
芸
課
の
平
野
伸
太
郎
職
員
は
『
新
規
就
農

者
の
持
続
可
能
な
支
援
体
制
を
目
指
し
て
』

を
テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ａ
雇
用
型
就
農
支
援
・
デ

ジ
タ
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
必
要
性
を
発
表
。

　

審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
（
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
熊
本
県
本
部
運
営
委

員
会
会
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
野
職
員
は
新
規
就
農
者
が
経
営
難
に

陥
り
や
す
い
現
状
に
対
し
、
い
か
に
し
て

経
験
不
足
と
支
援
不
足
を
補
う
か
に
着
目
。

約
１
年
の
研
修
を
経
験
し
た
平
野
職
員
は
、

普
段
の
業
務
と
研
修
内
容
を
合
わ
せ
た
課
題

解
決
案
と
し
て
、
初
期
投
資
を
抑
え
つ
つ
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、

修
了
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

　

レ
ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
り
、
営
農
関
係

の
職
員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
支

援
不
足
や
、
経
済
的
な
理
由
で
十
分
な
研

修
が
で
き
な
い
経
験
不
足
を
い
か
に
解
決

す
る
か
に
焦
点
を
当
て
、「
Ｊ
Ａ
雇
用
型

就
農
支
援
」
で
初
期
費
用
を
抑
え
、
栽
培

管
理
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
で
持
続
可
能
な
支
援
体

制
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

平
野
職
員
は
「
同
世
代
の
他
Ｊ
Ａ
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
た
課
題
や
取
り
組
み
の

提
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
で
き
て
、
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
発
表

し
た
内
容
が
実
現
で
き
る
よ
う
日
々
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
受
賞
の
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

未来塾修了レポートを発表する
平野伸太郎職員（写真左下も同）

　ＪＡ阿蘇女性部は、料理・健康・福祉などの活動を各地域で行っています。

ＳＤＧｓを意識した活動（地域のゴミ拾い等）も行っています。

一緒に活動してみませんか？お気軽にお問い合わせください！

令和６年度「女性部・フレッシュミズ」新入部員募集中！令和６年度「女性部・フレッシュミズ」新入部員募集中！

お問い合わせ先 → お近くのＪＡ阿蘇各支所まで

私たちと一緒に活動しましょう！
とっても楽しいですよ。
皆さんの入会待ってま～す♥
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ＪＡ阿蘇『ＴＡＣトップランナーズ表彰』
ＴＡＣ活動で３回以上「ＪＡ表彰」受賞の中から特に優秀なＪＡに贈呈

　「ＴＡＣパワーアップ大会２０２３」で、ＴＡＣ活動を
高いレベルで続けてきたＪＡに贈られる「ＴＡＣトップ
ランナーズ表彰」にＪＡ阿蘇が選ばれました。
　11月16日、横浜市で開催された同大会に原山組合長と
営農部ＴＡＣ担当の園田真治職員他５名が出席しました。
　「ＴＡＣトップランナーズ表彰」はＴＡＣ活動で３回以
上「ＪＡ表彰」に選ばれたＪＡの中から、特に優秀な活
動を行ったＪＡに贈られる賞です。今年度ＴＡＣ職員は、
収量アップと労働力軽減に向けたＩＣＴの活用を提案す

るなど、更なる品質向上に向けた「出向く活動」を継続。
　併せて、体制見直しを経て改善された情報提供網を活
かし、組合員と共に栽培労力軽減につながる技術の試験
や、ＩＣＴ技術の導入推進会議等を積極的に行ったこと
が評価されました。
　今後の目標として園田職員は「２年後３年後を見据え
たＴＡＣ活動を行っていきたい。担い手不足による労働
力軽減や、コストの削減に力を入れていく」と抱負を話
していました。

↖ 表彰を受ける原山寅雄組合長
↑ 取り組み事例を発表する園田真治職員
↙ ＡＣパワーアップ大会2023で表彰された各ＪＡ代表者

→
労
力
軽
減
と
除
草
剤
効
果
の
安
定
を
目
的
と
し
た

　
水
田
用
自
動
給
水
機
設
置
の
様
子

←
栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム（
ザ
ル
ビ
オ
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ

　
ー
ジ
ャ
）導
入
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子 
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「初詣」答えとプレゼント当選者5名様

   ＝答え＝

①左上の葉っぱ

②お父さんの髪型

③男の子の服のボタン

④お母さんのバッグ

⑤右側の女の子の帽子

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他

富永つる子 様（山都町）

宇藤真里恵 様（高森町）

津留　芳江 様（高森町）

井　　輝代 様（産山村）

市原　照美 様（阿蘇市）

イラスト違い探し「鍋料理」応募方法
上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて
応募してください。正解者の中から抽選で 7名様に

「恋みのり」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 6年 3 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

「鍋料理」ＪＡ阿蘇イラスト違い探し
なべりょうり
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時　令和5年10月30日午後1時30分

場所　一の宮中央支所会議室　

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

　 委員会報告（総務専門委員会、金融・共済専門委員会）

　 令和5年度 上半期決算実績報告について

　１）貸出金について（案）

　２）法令改正に伴う年金規約の変更について（案）

　３）令和5年度年末年始休日について（案）

報告事項

　１）令和5年度理事会付議案件の実行完了について

　２）令和5年度米麦等棚卸監査報告書について

　３）事務ミス等の発生状況について（半期報告）

　４）マネロン・反社等への対応状況について（四半期報告）

　５）余裕金運用状況について（令和5年9月末）

　６）有価証券購入報告について

　７）令和5年度第3四半期余裕金運用方針について

　８）県域ローンセンター媒介業務実績について（四半期報告）

　９）ＡＴＭ利用状況について（令和5年9月末）

　10）不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について

　　  （令和5年7月～9月）

　11）令和5年度ＪＡ阿蘇コンプライアンス・プログラムの

　　  進捗状況について（令和5年9月末）

　12）第4回ＪＡ阿蘇アグリイノベーションフェアー開催

　　  要領について

　13）令和5年度農政連会費・国際貿易交渉対策募金計画に

　　  ついて

　14）令和5年産米予約・集荷実績について

　15）組合員の加入及び脱退状況について（令和5年9月末）

　16）自主検査結果報告について（令和5年8月）

4．閉会

日時　令和5年11月27日午後1時30分

場所　一の宮中央支所会議室　

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

　 委員会報告（経済専門委員会、債権管理委員会）

　 令和5年10月末実績報告について

　１）貸出金について（案）

　２）予想損失率修正について（案）

　３）資産査定要領の変更について（案）

　４）マネロン等関連規程類の改正等について（案）

　５）2023年度「生活応援キャンペーン

　　（マイカーローン・教育ローン）」実施に伴う

　　キャンペーン金利の取扱いについて（案）

　６）令和5年度米麦等棚卸監事監査回答書（案）について

　７）ＪＡ阿蘇職員募集について（案）

　８）職員年末賞与支給について（案）

　９）ＪＡ阿蘇特別栽培米使用農薬変更について（案）　↗

報告事項

　１）資産査定事務要領について

　２）令和5年度上期クロスチェック報告について

　３）「マネロン・テロ資金供与対策に関するアンケート」

　　 への対応について

　４）令和5年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果および

　　 改善方針の概要について

　５）令和5年度ＪＡ阿蘇総合展示会実績報告について

　６）令和5年産米予約・集荷実績について

　７）ＪＡ阿蘇活動総合3ヵ年計画進捗状況について

　　 （令和5年9月末）

　８）自主検査結果報告について（令和5年9月）

4．閉会

日時　令和5年10月30日午前10時30分

場所　本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和5年度上期決算棚卸監査取りまとめについて

　２）令和5年度上期決算監事監査実施手続きについて

報告事項　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　　　　　②不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について

　　　　　　（令和5年7月～令和5年9月）

　　　　　③行事予定について

4．閉会

日時　令和 5年11月21日午前10時

場所　本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和5年度上期決算監事監査取りまとめについて

　２）令和5年度導入家畜等棚卸監査実施要領（案）について

報告事項　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　　　　　②行事予定について

4．閉会

日時　令和 5年11月27日午前10時

場所　本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和5年度上期決算監事監査報告書（案）について

　２）監事監査規程の改定について

　３）監事会規程の改定について

報告事項　①行事予定について

4．閉会

■令和5年度第10回理事会

■令和5年度第11回理事会

■令和5年度第9回監事会

■令和5年度第10回監事会

■令和5年度第11回監事会



ＪＡグリーン一の宮 ☎22-3420　　ＪＡグリーンなんごう ☎62-9780

産山支所（購買）　 ☎25-2311　　西原支所（購買） ☎279-2048

波野支所（購買）　 ☎24-2400　　高森支所（購買） ☎62-1230

グリーンショップやまびこ ☎32-4412　　蘇陽支所（購買） ☎83-0509

小国郷中央支所（購買） ☎46-3213

お問い合せは

ＪＡ
阿蘇
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〝美味しく食べよう〟 まるごと阿蘇 2月レシピ

「断面映えするいちごサンド」

断面映えも、イチゴの数も欲張りましょう。

好きな材料を好きなだけ入れて楽しんで。

少しはみ出しても大丈夫！

　　ギュッとすればなんとかなります。

このレシピ以外にも

様々な作り方があります！

たくさん作ってお気に入りの

断面映えを探してみて

サンドイッチ用パン（正方形）

もしくは食パン4枚

　　イチゴ　１パック（1人前で最大イチゴ4つと半分を使います）

　　ホイップクリーム　大さじ4と半分

　　　※絞るだけのタイプが便利です

　　　　お好みで　お好きなジャム適量　チョコレートソースなど

材料（2人分）材料（2人分）

１．食パンを使うときは、耳の部分を切り落とす。すべてのパンの片面にホイップクリームを塗り、

　　スプーンの背などで全体に伸ばし広げる。イチゴはよく洗い、へたを取り縦半分に切っておく。

２．パンの下にサランラップを敷き、クリームを塗った面にイチゴの切断面を下にしてⅩ字になる

　　ように並べる。余ったスペースには更にイチゴの追加やジャムなどを使い好みの味に整える。

　　イチゴとイチゴの隙間はホイップクリームで埋める。

　　　※列ごとにイチゴの高さを合わせると、ガタつきがなくなり綺麗になります。

３．（２）の上にもう一枚のパンのクリームを塗った面を下にして重ね、ラップで包む。

　　四隅を整え、しっかりと馴染ませる。その後冷蔵庫に入れ約７時間冷やす。

４．冷蔵庫から取り出し、少し熱めのお湯で包丁を温める。

　　直角三角形の形になるよう上から包丁を入れて完成！

　　　※イチゴを敷いたラインの真ん中を狙うと、切断面が綺麗になります。

作り方作り方
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